
保土ケ谷宿名物会（下欄参照）
まちかど博物館（裏面参照）
歴史スポット（裏面参照）
お休み処（裏面参照）
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保土ケ谷宿“食 ”の旅に出かけよう！！

保土ケ谷宿名物会

宿場朝市　ごうどいち 朝市街道

江戸時代から昭和20年代まで行われていた神戸市が現代風に復活。
新鮮な保土ケ谷産の野菜や保土ケ谷ならではの名物を味わえる。

そばと保土ケ谷を愛する人に愛される老舗。
江戸時代をイメージした外観はもちろん、店内にも
保土ケ谷の歴史に縁深いものが多く展示されている。

リプラ保土ケ谷（岩井町143-2）
３月、６月、10月、12月の第１日曜日
10時～12時
（変更となる場合があります。）
ほどがや人・まち・文化振興会

場　所

岩井町21住　所

「境木おじぞうさんもなか」、「ごん太餅」など境木周辺
を中心に、保土ケ谷宿の名所旧跡を表現した幅広い
商品で人気の和菓子屋店

境木本町1-33住　所

日　時 日　時

主　催

まちに親しみ、安心できる、楽しめるまちに。
旧東海道沿いを中心に、農家さんが直接届ける
“ほどがや産野菜”を街道で販売します。

開催場所等、詳しい情報は
ホームページをご確認ください→

火曜日　10時～売切れまで
（日時は変更となる場合があります。）
ほどがや人・まち・文化振興会主　催

ごうど い ち
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権太坂から眺める富士山が絶景

権太坂を上り切ったところにある商店です。
昔からの酒屋に加えて、今はトランポリンの
施設も併設して建て替えが行われました。
裏手から見える富士山は、保土ケ谷を描いた
多くの浮世絵に残されています。

 幼い頃は、このあたりには家が
ほとんどなく、旧東海道をしのばせる松並木が境
木まで続いていました。お店のそばの駐車場から
は、冬場には本当にきれいな姿を眺めることがで
きますよ。

権太坂 1-36-9

045-711-3621

月曜

10時～ 21時

境木商店会の中にたたずむ和菓子屋さん
です。和菓子を作るときに使う道具などを
展示しています。店先や店内には、館長の
描いた絵や女将さん作成のちりめん細工の
人形などが飾られています。菓子折りの掛紙
にも、季節ごとに描いた館長の絵が使われて
います。

 当店は、保土ケ谷宿の歴史をお
菓子や菓子折り掛紙などに表現しております。
「まちかど博物館」を巡り、保土ケ谷の歴史に
触れながら、美味しい和菓子はいかがでしょうか。

境木本町 1-33

045-713-2515　

月曜
（祝日の場合は開館）

9時～ 19時
（繁忙期、館長不在時
は説明等の対応が
で き ま せ ん の で、
ご了承ください。）

鉾立商店
（ぽこトランポリン）

菓匠　栗山
この地で 5 代続く蕎麦屋です。館長は、
長い間、保土ケ谷の「歴史を活かしたまちづくり」
に携わってきました。
お店は深川江戸資料館の船宿を手がけた大
工職人に依頼して江戸時代の建物を再現し、
昔懐かしい雰囲気を漂わせており、浮世絵や
保土ケ谷宿に関連する歴史資料などが多く
展示されています。

 「まちかど博物館」を通じて、保土
ケ谷のまちの歴史や魅力を発信して、少しでも保土
ケ谷のまちに興味を持っていただければ幸いです。
保土ケ谷を想う人の輪を広げていきたいです。

岩井町 21

045-331-0233　

木曜

10時～ 17時

宿場そば桑名屋

この場所で昭和 23 年から営業している
薬局です。昔、このあたり一帯は保土ケ谷区
の中心で、多くの公共施設が集まっていました。
夏祭りの際には、保土ケ谷中のおみこしが、
この前に集まってきました。
昭和時代初期から使っていた、大きな乳鉢
や「劇薬」「毒薬」とかかれた乳鉢、昔の天秤
などを展示しています。

 小さな頃からこの地に住んでおり、
この街の移り変わりを見つめてきました。
「まちかど博物館」を巡りながら、この街の落ち
着いた良さを発見してもらえたら嬉しいです。

帷子町 1-2

045-331-0057

日曜・木曜・祝日

10時～ 16時
（土曜日は15時まで）

岩間町 2-184

045-333-4663

日曜

9時～ 18時
（館長不在時、接客時
は対応できませんの
でご了承ください。）

キク薬局

戦前に印刷所として開業し、保土ケ谷駅近く
の旧東海道沿いに店を構えていましたが、
環状１号線の拡幅整備にともない、現在の地
に移ってきました。
現在でも、昔ながらの活字と活版印刷機
を使用した印刷や、手仕上げの印鑑の製作を
行っています。

 現在、活字を使用した印刷は珍し
いですが、最近になり活字の魅力が若者の間で再
認識されているようです。「まちかど博物館」を通
じて、少しでも活字の魅力が広まることを期待して
います。

後藤印店
江戸時代、本金子屋は旅籠として栄えました。
明治時代初期に建て替えられた現在の建物
も、東海道沿いに建つ旅籠の面影を残してい
ます。敷地内には、本格的な日本庭園（非公開）
があり、大正天皇がお忍びで旅をされたとき
に休まれたといわれている石などがあり
ます。

 数十年ほど前までは、同じような
建物が近所に多く残っていましたが、今では数少
ない歴史的な建造物となってしまいました。木と
土でできた昔ながらの建物の魅力を、次の世代に
伝えたいと思っています。

保土ケ谷町 1-84
※他の博物館とは違い、
館長さんが生活されて
いる住宅です。見学は
建物外観のみで、庭や
建物の内部は公開して
いません。

旅籠　本金子屋


